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診察のお勧め

　野球肘検診，ならびに各病院での精密検査は，肘に発生する成長期の骨軟骨障害を早期に発見することが目的です．骨軟骨障害は，軟骨が骨とともに剝がれ，最終的に肘の変形をきたす障害で，そのほとんどが，骨がまだ成熟していない学童期に発生します．軟骨が剝がれる前（初期）に発見されれば，安静のみでほぼ完全に修復されます．しかし，軟骨が剝がれるまでは痛みはないか，あってもごく軽度（２〜３日で改善）のことが多く，また，軟骨が実際に剝がれるまでにはその後1～2年以上かかることから，本人も周囲も骨軟骨障害があることに気づかず，投げ続けることになります．痛みを自覚する頃にはすでに軟骨の一部が剝がれたり（進行期），完全に剝がれてしまっている状態であり（終末期），なおすためには手術が必要になりますが，手術をしても完全に治すことは困難です．昨年度も数名の重症例が中・高校生で発見され、手術となりました。
　検診はボランティア活動として行っております。しかし診察はレントゲン撮影等を行いますので、病院での保険診療となります。下記に野球肘に対応可能な整形外科医を記載してありますので，受診される場合は下記に電話していただき，受診可能な曜日と時間を確認してください。また受診時には、必ず保険証とこの文書（診察のお勧め）をご持参下さい。現在痛みが無くても指示を受けた方は受診することをお勧めいたします。逆に、検診以後に痛みが強くなった方は指示を受けてなくても受診していただいて結構です。痛みが持続するようになってからでは手遅れになる場合もあります。

検診の結果
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